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メンタルヘルスケアおよびバーチャル外出支援に向けた空間設置型
嗅覚デバイスの開発と評価
中沢研究室 ¦ 西川 璃乃杏

この研究の一行要約

XRの景色に香りを同期

させ、残り香も制御し

たい

デバイスを設計
空間設置型デバイスの外観 XR連動のシステム構成

01
どんなもの？

AR/VRの外出体験と連動して香りを提示し、残香の除去

も考える空間設置型装置。

02
先行研究と比べてどこがすごい？

既存の置き型演出装置に対し、映像との同期とメンタルケ

ア・外出支援への評価を狙う。効果の比較は未実施。

03
技術や手法のキモはどこ？

円盤で3種類の香りと消臭用空洞を選択し、ファンのPWM

制御とBLEでXRイベントに連動させる設計。

04
どうやって有効だと検証した？

外観、機構、システム構成を提示。ストレス緩和や臨場感

の利用者評価結果はまだない。

05
議論はある？

残香が次の場面に混じる可能性がある。切替速度と心理・

生理指標を測る必要がある。

06
次に読むべき論文は？

発表資料に次の研究論文の指定なし。掲載された

GAMESCENTの仕様と評価研究の調査が必要。
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